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アメリカ合衆国のアジア学会 (馬s:The

熱∞cttbn for Ashn Studにs)といえば,北 米

で最大のアジア関係の学会だが,そ の年次

大会が,本 年はボストンで開催された。1日

市街の中心部,コ プレイ広場のマリオッ

ト・ホテルには,全 米のみならずカナダや

外国からも,自 人,黄 色人種,そ れにイン

ド系と,肌 の色もさまざまな関係者が陸続

と到着し,巨 大な吹き抜けのあるロピーで

知り合いを見かけるや,握 手や抱擁で久闊

を叙す。近隣の主要なホテルは,正 教授や

引退した名誉教授から院生までの予約客で,

満室状態となる。地域分野でいうなら,日

本のみならず,韓 国,中 国,東 南アジアさ

らにはインドなど南アジアから,場 合によ

ってはトルコまで。広大な領域の専門家が,

年に一度の民族大移動によって終結する,

学者国際見本市だ。会場にたどり着く前か

ら,あ ちこちで古馴染みの知人に次々と出

くわし,挨 拶に暇もない。

本年の会期は3月22日から25日までだっ

た。あいにく日本では,ち ょうど年度末の

繁忙期から,新 学期の行事日程にかかる季

節にあたる。このため極東の島国からは,

なかなか多くの研究者の参加は望めない。

また英語を母語としない研究者には,早 口

英語による超過密日程での運営では,や や

閥が高く感じられるのも否めない。平均し

て20近い分科会が,同 時並行で,朝 8時半

から夕刻9時 まで,昼 食時も含めてわずか

15分の休憩を挟むだけで,次 々と継続して

運営され,都 合450を超えるパネルが催さ

れる。各パネル平均4名 の発表に1名の討

議者 (ディスヵッサント)とすれば,単 純計算

では,発 言者だけで,優 に2250名を上回

る。そこにはさらに最低これに倍する傍聴

者が加わるだろう。パネル応募の競争率が

現在どの程度かは不明だが,私 事ながら,

かつて用意周到に応募したにもかかわらず,

あえなく選から漏れた経験がある。これだ

けの巨大学会ともなれば,研 究対象となっ

た国別の縦割りに分裂する傾向は否めない。

この弊害を極力避けるために,近 年では領

域を跨ぐЮrder∝∝sing sesslonsが設け

られ,領 域横断の活性化を図っている。こ

うした活況に加えて,さ らに主要な大学出

版会なども店を連ねている。束の間の休憩

の合間を縫って,最 新刊の研究書を物色す

る時間も捻り出さねばならない。

というわけで,ど んなに精勤に努めたと

ころで,一 人の個人には全体の5パーセン

トも聞けない仕組み。焦燥に駆られつつ,

怒涛のような4日間の日程を終えると,心

身ともにくたくたになる。だが,こ んな機

会は,と てもほかには期待できない。日本

国内では生まれそうもない斬新な発想に接
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し,自 らの狭い常識と知的怠惰が問い直さ

れる。最新の研究動向を察知して,己 の遅

延に気づかされる。また隣国を研究対象と

している多数の北米研究者の報告に肌で接

し,共 通の問題意識を持つ仲間を発見でき

る。いかにもアメリカ式のお祭りなので,

つい気後れしてしまうが,参 加すれば新た

な知的刺激と知己を得て,十 三分にお釣り

が来る。翌年までの一年ではとても消化で

きそうもないほどの情報や,と ても応じき

れないほどのお誘いなどを頂戴し,過 剰飽

和状態に着膨れした脳味噌を抱えて帰路に

着くこととなる。

そんなアジア学者の北米商品マーケット

に,1999年 以来, 7年ぶりで参加してみた。

あらためて驚かされたのは,日 本および東

洋美術に関する研究の充実振りだった。と

りわけ日本出身の若手女性研究者の活躍が

目に付いた。そこに見られる特長を要約す

るなら,第 一に,日 本美術を語るに際して

も,日 本という国境を跨いで発生していた

文化交渉を視野に入れ,中 国や韓国の専門

家と意見を交換すること。第二に,近 代に

おける西欧と東洋との接触や,そ こで発生

した文化的葛藤,知 の組み換えに注目する

姿勢,さ らに第二として,そ うした異文化

接触 。文化触変との関数として,当 時以来

の作品蒐集を司ってきた力学や,そ こに働

いたヴェクトルを解析しようとする意識。

7年前に,同 じボストンにおいて岡倉天心

のパネルに参加した。その際,

インド・ベンガルの近代を話題

に,日 本研究の帰1新をささやか

ながら提案した。その初歩的な

青写真は,い まやはるかに自在

な発想のもとで,若 手の研究者

によって凌駕され,昴1新され,

肉付けされて,具 体的な成果を

あげ始めていた。その様子に,

圧倒された。

以下,そ の場でのメモに頼っ

た,断 片的で不十分な報告に留

まるが,一 見無関係に企画され

たセッションが,互 いに共鳴し

て問題意識を鮮明にする現場を,出 来る範

囲で再現してみたい。もとより欠落も多い

ことを,一 言,関 係者にお詫びする。知的

興奮をいくばくなりとも読者に伝達できれ

ば,と 思う。

Ses●on 45

Wellesley Collegeの前田環は 「文化横

断主義と民族主義 :中国と日本における文

人絵画の再活性化」Transculturalism vs.

Natiodsm:Revitalizing Literati Fttnt

ing in Ch■■λ and Japall,ca1880s-193∝

と題するパネルを提案していた。そのなか

でニューコーク大学の Rosina Buckland

は,瀧 和亭 戦通Katci 183C11∞1)を取り_Lげ

た。1873年のヴィーン万国博覧会に出品が

あり,皇 居新宮殿の天丼画の発注を受け,

さらに1898年のシカゴ万国博覧会では 《孔

雀図》で銅賞を獲得し,帝 室技藝員となっ

た藝術家。この経歴からは,明 治時代にも

それなりの社会的評価を得ていたように見

受ける。だが,従来,明 治期には,ア ーネ

スト・フェノロサの 『美術新説』や,そ れ

を玉条にした岡倉天心らによって文人画は

排撃され,不 遇な扱いを受けた,と の通説

がまかり通っている。私見だが,こ こには

大正期になって新南画を唱えた世代の代表

のひとりであり,東 京帝国大学初代の美術

史教授となり『文人画概論』〈1922)を著し

た瀧精一 (1873-1945)力訴口亭の子息であり,

孔雀 1892 東京国立博物館
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天心とは対立する関係にあった,と いう事

情が背後に隠れていたのではないか。明治

文人画不遇説は,歴 史的事実というよりは,

党派的な利害を秘めた発言だった嫌いはな

いのか。この,評 者積年の疑念をバックラ

ンドさんにぶつけてみたのだが,発 表者か

らは慎重な意見を得た。とまれ和亭の作品

を緻密にみオ1ば,そ れを素人趣味の文人画

と同格に据えるのは無理な相談だろう。殖

産興業の路線に沿った輸出用の商品見本出

品者と,帝 室技藝員という公的身分とに分

化してゆく明治の美術体制下の美術家たち

のなかで,和 亭がいかなる位置を占めてい

たのか。こうした点についても,美 術史研

究者の問題意識はまだまだ未成熟であり,

これはなお今後の研究により究明されねば

ならないだろう。

つづく前田環は In the Mallrler of tile

Untanmeledぐ Ⅵpiω:Shitao lnets Mtlql

in■ ssが s conlpositionと 題して 仰訳

するなら,「逸品:鐵齋の構図で石濤が牧籍に出会う」

とでもなろうか),南 画の伝統が近代において

いかに富岡鐵齋 (18361920に収飲したかを

考察した。ここでは,1911年 の辛亥革命に

際して日本に亡命した羅振玉 (L“Zhen聾,

18661940)と日本の文人たちとの交流が間

題となる。南画家,橋 本関雪(18831945)の

京都 。鹿ケ谷の邸宅,自 沙郵荘に迎えられ

た羅は,そ こで鐵齋のほか,首 相を務めた

犬養毅をはじめとして,日 清汽船を起こlノ,

漢詩人としても知られる田邊碧堂 o磁 be

Hettdo,18“-1931),『中国書蓋話』が近年再

評価されている長尾雨山KNagao tFzan,18“―

1932),京都帝国大学に招かれた中国史家,

内藤湖南 (D洒to Konm,18661934)らととも

に写真に納まっている。ここには清朝遺臣

を迎えて支那趣味復興に尽力した日本関係

者が,文 字通り集約されている。とりわけ

湖南と関雪は,中 国での辛亥革命の余波で

作品が流入した石濤Shitaoの再評価に積極

的に関わっている。日本では 「古渡りJの

牧鉛 Muqiの 水墨が珍重されており,そ う

した評価は,近 年でも,北 米で教鞭をとっ

た島田修二郎にまで受け継がれている。と

ころが,中 国では,こ れも日本留学組の画

家にして学者,博 抱石 (Fulbsn,1914-65)

の見解に代表されるように,牧 鉛は決して

高く評価されてはこなかった。そうした中

日の評価の落差が,前 日の標題にあるよう

に,は たして鐵齋において出会ったとまで

主張できるかどうかは,な お疑間だろう。

とはいえ鐵齋晩年のこの時期に,明 。清

画の 「新舶来」により明治までの文人画と

は異なうた磁場が成立して,南 画再興の時

勢が到来したことは,当 時の刊行物や雑誌

からも見て取れる。前田は直接には言及し

なかったことだが,近 代の東アジアにおけ

る石濤の再評価の裏には,当 時の欧米での

後印象派から表現主義にいたる藝術的展開

があり,中 国絵画研究者の伊勢専一郎や,

京都では同志社大学で教鞭をとり,カ ンディ

ンスキーの 『藝術における精神的なるもの』

石濤 鷹山観澤図 (部分)
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の翻訳をなした美学者,園 頼三らが,中 LIl

六朝の絵画美学,謝 赫Xielleの「気韻生動」

を,テ オドール・リップスの 「感情移入」

Eintlllungの説と比較していたことなども,

想起される。先に触れた瀧精一などの周辺

では,シ ナ学を修めた美術史家の田中豊蔵

などが,漱 石門下の安倍能成,小 宮豊隆ら

と 「リップス会Jな る研究会を営んでいた

といわれ,後 述の和辻哲郎などもこの人脈

に関係してくる。このあたりに関しては,

千葉慶の博士論文に詳しいが,こ の現在未

公刊の論文は,北 米でも,関 係者のあいだ

で,す でにしきりと話題になっている様子

だった。

近代中日における美術上の交渉に関lノて

は,Brandeis Ulliv7eκityのAida Yuen

WOngが 本格的な研究に着手している。

Arrfb″∫As,α
`,vo.60(2000)掲

載の論文,

A New Life for Literati Painting in the

E額サ hentieth Centuryな どでその事

情は承知していたが,彼 女は橋本関雪に焦

点を絞ってさらに議論を進め,呉 昌碩 twtl

針山ぃhtlo,18441927),その弟子筋にあたり,

自沙鄭荘に居候した経験をもつ銭痩鐵 lQm

Shouie,18971967)と,関 雪との関係に言及

した。周知のように,『南画への道程』(19"

ほかで南画再評価の潮流に関与した橋本関

雪は,第 二次世界大戦にあって国粋的な言

辞を弄し,ま た 「家庭問題Jが 絡まったと

いう事情も加わり,当 然あるべき回顧展が

開催されてこなかった恨みがある。だが,

論者も詳しく作品に即して指摘するように,

関雪はこれら中国の墨客から贈られた家刻

を長期にわたって自作の絵画に押印してい

る。関雪の国粋主義は,同 時に東洋美学の

具現者としての誇りに裏打ちされており,

その後ろ盾には中国現今の権威が召喚され

ていた。こうした権威依存の実態は,現 在

のナショナリズム批判の視点から頭ごなし

に総括してしまうと,か えって見え難く

なってしまうだろう。

なお,銭 痩鐵は1928年に張大千1Zh健

Daqian,1899-1983),王イト移、ミ cre,,1897

1980とともに来日している。おそらくその

手配に尽力したのは,呉 昌碩の弟子筋にあ

たり, 日本企業勤務で,商 用のため何度と

なく来日している,上 海派の画家にして実

業家,王 震 瑶゙ zhen,18671938)だつたの

ではなかろうか。日本では王一亭 mang

Y‖電)の名前で知られた彼は,鐵 齋とも親

交をもったことで知られる。彼らの来日は,

従来から良く知られた事実だが,戦 争後の

政治的な状況ゆえに,そ の後大家となった

本人たちは,滞 日の詳細を後年には触れた

がらず,現 代に至る伝記研究にも,多 くの

空自が残っている。

最後に,University of Puget Sotindの

洪再新 Zttin Hongが 1930年代初頭の上

海と東京の文人的美術伝統の交渉に話題を

移した。この時代は中国からの留学組が帰

国して活躍した時代であり,上 海モダニズ

ムとの関連で,現 在もっとも研究が進展し

つつある領域といってよい。この時期の美

術史研究に関しては,呉 昌碩,王 一亭とも

面識のあった大村西崖 (18651927)が,当 代

の中国絵画と画家略伝を記した 『高域今画

録』を著述していることが知られている。

中国側でもその大村西崖の著作が 『中国文

人画之研究』の題で中文訳されており,晩

年の著者が面目を施したことが美談として

伝えられる。ここには,中 国における文人

画再興に,日 本の研究者による業績が直接

関与し,一 日置かれて遇された事実も浮か

び上がる。とはいえ論者の指摘によれば,

訳書の奥付を見ると,そ こにはどうしたわ

けか,訳 出の労を取った,著 名な学匠画家,

日本留学組の陳師曾cmtt sllicng,1876-198)

の名前しか記載されていない。

この時期の中日の交流にあっては,先 述

の田邊碧堂の人脈と,彼 が経営した日清汽

船の役割が無視できまい。戦前期中国にお

ける最大の出版社であった商務印書館の美

術部主任であり,上 海博物館の董事を勤め

た黄賓虹(Huatt Bhhong,18651955)は 『学

術世界』38号に寄稿した記事で田邊に言及

している。また高名な画家,高 剣父〈G∞

Jhnfu,1881-1951)の 『天下 rig″Is,α』誌

1935年H月 号に寄せた記事からも,か れが
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田邊と交友を結んでいた様子が窺わね́る。

さらにこの時期, 日本で文人画を学んで中

国の伝統刷新を図った画家たちを 「折衷派」

synthesittd schoolと呼んで批判する論

調も見られたという。このように,1986年

の日中戦争勃発に至るまでの時期には,主

導権争いや面子の競い合いといった隠微な

側面は示しながらも,両 国の文人たちに密

接な交渉が維持されていた。

Sess:on 84

こうした文人趣味は,1930年 代以降,欧

米の中国学者たちから,禅 。仏教主義や道

教の老荘思想に重点を置いた文脈で再解釈

されることが顕著となる。Unive、ity of

HeLinkiの Minm Tormaが 主宰したセッ

ションでは,そ のような東アジア理解を示

した典型的な学者というべき,ス ウェーデ

ンの Osvatt Sir6n(18791966)を中心とし

て, この時期の中国美術研究と蒐集とに照

明を与えようとした。あいにく分科会に割

り当てられた部屋の機材の都合で,準 備さ

れていた映像資料がまったく使えなかった

ため,い ささか隔靴掻痒の感を否めなかっ

た。とはいえ,ス トックホ,レムの王立美術

館に中国美術の蒐集が成し遂げられた経緯

について,V泳 3ne」urge“ (sos,Uヽ ぃけ

of blldon〉が,天 津汽車株式会社勤務の傍ら

美術品蒐集に関与したOArar kJbeよ の

シンジケートのことを詳述した。また,ポ

ストン美術館に所蔵されていた,大 徳寺旧

蔵の羅漢 bhan図 との出会いから,突 如中

国や東洋美術へと開眼し,カ ールベックの

支援も得て東洋美術の使徒へと変身を遂げ

たシレンその人の生涯については,ラ ング

ドン・ウォーナーとの関係なども含めて,

第一人者たるトルマ教授が準備中の著作出

版に待つ必要があるだろう。

そうしたなか 「翡翠と青銅の季節:1937-

39年のニューコークでの中国展示」と題さ

れたUn市 ersity of New Yorkの」enny

Cllao HuiLiuの発表は,さ らに発展させる

べき問題点を含んでいて興味深い。という

のも,こ のニューヨークにおける展示に先

立って,3536年 には倫敦のロイヤル・ア

カデミーで大規模な 「中国藝術国際展l

lnte嗣熊ltional Exllibition of Clline雛〕Alt

が開かれ,そ の準備として35年4月 には,

上海でこのとき初めて,故 宮の秘宝が一般

に公開されているからだ。上海では乾隆帝

時代の分類に従って展示がなされた。仏像

などは,宗 教儀礼の礼拝対象であって,宝

物の範疇に含まれておらず,ま た石仏も金

石の範疇であるため,原 則として上海の展

示からは漏れていた。ところが倫敦での展

示には,当 時すでに欧米では美術品として

高い評価を得ていた仏像が,石 仏や木造物,

金銅佛を含めて,日 本や欧米の収集家から

出展され,い わば欧米のお眼鏡に適った中

国美術像を公衆に示すこととなった。

すなわち日中戦争勃発直前の時期に当た

る193556年 段階で,中 国美術に何を含め

るべきかの定義に関して,中 国と欧米とで

は,明 らかにその基準や範疇概念において,

大きな凱齢を露呈していたことになる。

大和文華館の塚本麿充学芸員によれば,

この倫敦の展示では, 日本からは矢代幸雄

(18901975)が顧間として参画し,公 開の講

演会を担当している(「矢代幸雄と朦固」『美の

たより』大和文華館,平成18年4月)。すなわち,

イタリア ・ルネサンス美術を専攻し,当 時,

美術研究所の所長を勤めていた日本人美術

史家が,英 国の中国学者や中国人を差し置

いて,中 国美術の真髄を欧米の聴墾に翼r'
という状況が生まれていた。そして紐育で

の展示は,元 来この倫敦の展示をそのまま

拝借しようと画策されたものの,事情が許

さず,古 代の青銅器と翡翠を中心とする展

示に限定したものだった。会場も狭院で,

出版された目録も,倫 敦の豪華な出版に比

べて,い たって質素なものだったが,照 明

にも工夫を凝らした展示は予想外の大当た

りを取り,新 大陸の公衆に,西 洋美術の常

識を覆す美的体験を約束する結果となった。

いうまでもなく,故 宮の秘宝の移送には,

日本による北京占領に危機感を抱いた中華

民国政府の意向が働いており,さ らに倫敦・

紐育への搬送には,日 本の輸出美術商とし
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て著名な,山 中商会が関与していた。政治

と美術品市場との結託のなかで,新 たな美

的経験が,欧 州さらには新大陸へと伝播さ

れたことになる。そうしたいわば生臭い現

場の記憶も喚起しながら,美 術という名の

資産は社会的な価値付けを蒙ってゆく。そ

して学術もそうした動向と決して無縁では

ありえない。同時期にベルリン留学から帰っ

たヴェルフリン学徒,膝 固Qng Ku,1901

1941)は,南 京で中国の学者を糾合して,中

国藝術史学会の立ち上げに尽力するが,そ

こでは金石学や書画,文 学の研究者にも協

力を仰いで,狭 義の美術史だけではなく,

考古学の領域をも含む学会の設立が意図さ

れていた。これは,同 時代以降,日 本にお

ける中国美術研究が,絵 画と仏教彫刻に傾

斜した研究領域を設定したのとは,大 きく

事情を異にしている。翻って見れば,日 本

の大学での美術史の枠組みは,中 国固有の

範疇を遵守するというよりは,む しろ欧米

の美術史学の枠組みと反りの合った分野に

自己限定して発達した,と いう仮説を立て

ることも可能だろうか。

さらに私見では,中 国美術の価値論をめ

ぐっては,今 なお論者によって見解に相違

が残っている。文房四宝を珍重する中国の

文人趣味は,こ と西欧における美術研究の

世界では主流からは外れている。逆に中国

文人の目から見れば,西 欧の見方こそ,邪

道な偏見に晦まされているともいえよう。

その間,西 欧の基準に沿って中国美術史を

語ろうとする欲望も20年代半ば以降から,

顕著になる。五・四運動の時期の〈先に触れ

た)陳 師曾による北京美術専門学校の教科

書 『中国美術史』(1925),あるいは上海美

術専門学校の教科書として準備された,活

天寿(Pan■anshOu,18971971)の『中国美術

史』(1926)あたりが,そ の晴矢となる。中

国史上はじめて 「美術史」という日本経由

の新語を題名に冠したこれらの著作は,や

がて通史としての一貫性と学問性とを主張

する,鄭 剰 (zheng Chang,1894-1952)の『中

国画学全史』(1929)へと脱皮する。いずれ

も文人画家として近代中国に名を残す大家

による著述だが,博 抱石 〈Fu Baosh,1904-

1965)による 『中国絵画変遷史綱』(1“2)に

いたって,自 話体を採用して,過 去の文人

的価値観からの脱却を謳うとともに,隣 国。

日本との違いを強調する民族意識も明確に

なる。このあたりの事情について,評 者は,

前述の塚本氏の論考ooo6年9月16日フェノロサ

学会での発表)によって蒙を啓かれた。塚本氏

のような専門家自身による,詳 しい沿革が

早く一般に読めるようになることを強く期

待している。

その延長でさらに一言触れるならば,最

近,シ カゴ大学出身の」ames Elkinsがま

ず中文訳で公刊した拇斯 ・埃外金斯 『西方

美術史学中的中国山水菌仲国美術学院出版社,

1999)などは,こ うした東西の学術伝統の

交錯の最先端に位置づけうる著作だろう。

それは,一 方では,西 欧美術史家が異質な

る対象としての中国を自らの方法論で記述

することの臨界を露呈させる試みであると

ともに,他 方では,あ くまで山水画に関心

を傾注しているかぎりで,絵 画中心の西欧

近代美術史の枠組みの堅牢さを,あ らため

て再認識させる著作である。また,欧 米に

おける中国絵画発見の経緯については,同

じセッションでU壷vettity ofMarylandの

Jがorl Kuo教授による発表, DヽくDveing

Chinese Painting(Kc・ndall Hunt,2000)が助

けとなるだろう。さらに同セッションでディ

スカッサントを担当したDuke Unvesity

のStartty K.Abe教 授は,直 後の3月26

日に,デ ューク大学で ■le Stattls of and

h4arket for Chilese Sculptllre in the Lte

Qingと 題するシンポジウムを企画してお

られ,当 方もお誘いを受けたが,あ いにく

都合がつかず,欠席した。ここでも,宗 教

的儀礼の対象だった仏像が,清 朝末期の世

相のなか,西 欧の美術市場との接触を契機

に,日本と雁行するようにして,商 業的投

機の対象へと変貌していった葛藤の顛末が,

詳細に研究されたはずである。

(次号につづく)

*■he´ssochtbn for Asセm Studi(s March 22-25,

2007 Boston Nhiott Copty Place

ぁぃ濃 25




